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Abstract.　本報告では，古典的な２種競争系を一般化した反応拡散系を扱い，	

その球対称定常解の分岐構造に関して，これまでに得られている結果のいくつ
かを紹介したい．生物の住処を区間とした場合については，比較定理を用いて
線形化作用素を調べることにより，古典的な２種競争系の分岐構造はある単独
の反応拡散方程式のそれと類似していることが分かってきている．しかし，シス
テムであることからいくつかの課題が生じ，分岐構造を完全に決定することがで
きていない．報告の中で，それらの課題についてもふれたい．	





